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され, 収穫時のトウモロコシの密度は初期生育時の 60 ％程度までに減少し, その収量は低かった。
クローバによる抑圧は５月 11 日以降の播種でもみられたが, その程度は播種日が遅くなるに伴い低下
した。このため, トウモロコシの収量は遅播きほど増加し, 最も遅い５月 31 日播種では５㎏/10aの低Ｎ
施用にもかかわらず 1.6 ｔ/10a の高い乾物収量が得られた。一方, 春播きのクローバでは, 最も遅い５月
31 日にトウモロコシを播種した場合にのみ, 雑草抑圧効果が認められた。さらに, 播種日にかかわらず
トウモロコシにＮ欠乏症がみられ, その収量は秋播きのクローバにおけるよりも著しく少なかった。
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Optimal Planting Time of Silage Corn for White Clover Living Mulch System：Sunao UOZUMI＊１）,
Shin DEGUCHI ＊１）, Akihide FUSHIMI ＊２）
Abstract ： It is necessary to control the growth of clover sod without herbicide application in order
to utilize a white clover “living mulch” system for non-chemical weed suppression in silage corn
production. This study was conducted to determine the optimal planting time of corn to make possi-
ble the control of sod growth by only mowing immediately before planting. 
Clover sods established in autumn or spring were mowed on 4 different dates, after which the corn
cultivar 'LG2290' was planted by the no-till method. Weeds were suppressed regardless of planting
time when the clover sod was established in the autumn. However, the earliest planting（May 2）
caused corn growth depression due to interference with the regrown clover. Consequently, the den-
sity of corn at harvest decreased by 60 ％ of the initial value, resulting in a much lower yield than
those from the other 3 planting times. 
Though the interference by clover was found in the other 3 planting treatments, the degree of corn
growth depression was decreased with delayed planting. The latest planting （May 31）produced
the high yield of 16 t DM ha －１ in spite of its low nitrogen application（50kg ha －１）. When the
clover sod was established in the spring, weed depression was found only in the May 31 planting.
Moreover, the corn appeared N-deficient regardless of planting time and the yields were much lower
than those from autumn-established clover .
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試験は 2000 年～ 2001 年に, 盛岡市の東北農業試
験場（現東北農業研究センター）の圃場（面積約
15 ａ）において実施した。供試圃場の土壌は, 多湿
黒ぼく土に分類され, 試験を開始した 2000 年秋に
おける化学性は表１のとおりであった。


















秋 LM区は 2000 年９月１日に, 春 LM区は 2001
年４月５日に, いずれもN, P2O5, K2O 各２, 25, ７㎏
/10a , および苦土石灰 200 ㎏/10a を全面施用して
ロータリ耕したのち, シロクローバ（品種フィア）
2㎏/10aを散播して鎮圧した。
2001 年春のトウモロコシの各播種日には, 秋 LM
区と春 LM区の地上部１㎡を地際から坪刈りし, 生
重を秤量してその時点の被覆の現存量とした。ま






り取り高さ約３㎝）で刈り払い, 無 LM ＋低Ｎ区,





シの品種は極早生の LG2290（相対熟度： 90 日）
を用い, 畦幅 75㎝, 株間 16.7㎝で３粒点播し, 播種
後 20 日目に１本立て（8,000 本／ 10a）に調整した。
基肥は播種直後に条側に表面施用し, 施用量は, 秋
LM 区と春 LM 区は N, K2O 各３, ８㎏/10a , 無
LM＋低Ｎ区はN, P2O5, K2O 各５, 15, 15㎏/10a, 無
LM＋標Ｎ区および耕起区はN, P2O5, K2O 各 15, 15,
15㎏/10aとした。これらの施肥により, シロクロー
バへの基肥を含めた年間合計Ｎ施用量を, 秋 LM区,
春 LM 区, および無 LM ＋低Ｎ区は５㎏/10a , 無
LM ＋標Ｎと耕起区は 15㎏/10aに調整した。除草
はいずれの区に対しても行わなかった。
５月２日播種区, ５月 11 日播種区, ５月 21 日播種
区および５月 31 日播種区のトウモロコシの収量調
査は, 各播種区がほぼ黄熟期に達した８月 31 日, ９
表１　試験開始時（2000 年８月 31 日）における供試圃場の土壌の化学性
⴫ ⹜㛎㐿ᆎᤨ㧔 ᐕ 㧕 ߌ ଏ⹜࿛႐ ფ ൻቇᕈ
            pH T-C T-N C/N NO3-N NH4-N Truog-P CEC
H2O KCl (g/kg) (g/kg) (mg/kg) (mg/kg) (g/kg) (cmol/kg)
5.6 5.0 87. 6.3 3.8 45.7 5.8 8.5 30.5
表２　播種処理の方法
　       　　　　施肥量（ｋｇ／１０ａ）
区の略称 シロクローバの トウモロコシの 　 シロクローバ播種時 　トウモロコシ播種時 　   　年間合計
播種期 播種床造成法 苦土 苦土 苦土
Ｎ Ｐ２Ｏ５  Ｋ２Ｏ 石灰 Ｎ Ｐ２Ｏ５  Ｋ２Ｏ 石灰 Ｎ Ｐ２Ｏ５  Ｋ２Ｏ 石灰
秋ＬＭ 2000年9月1日     不耕起ａ） 2 25 7 200 3 8 5 25 15 200
春ＬＭ 2001年4月5日     不耕起 2 25 7 200 3 8 5 25 15 200
無ＬＭ+低Ｎ －     不耕起 5 15 15 200 5 15 15 200
無ＬＭ+標Ｎ －     不耕起 15 15 15 200 15 15 15 200























































５月２日, 11 日, 21 日および 31 日におけるシロク
ローバの草丈は, それぞれ 15㎝, 20㎝, 28㎝および





シロザ, スカシタゴボウ等が混生し, 秋 LM 区のよ
うなシロクローバ単一の植生とはならなかった。５月
２日, 11 日, 21 日および 31 日におけるシロクロー
バの草丈は, それぞれ１㎝未満, ２㎝, ４㎝および８
㎝で, ５月 21 日以前の播種日では草高が低すぎて
モアによる刈り払いは行えなかった。また, 被覆の
乾物現存量は, ５月 21 日以前の播種日では少量す
ぎて調査できず, ５月 31 日播種区では 30㎏/10aと,
いずれも秋 LM区より著しく少なかった。















シの残存個体数は, 播種後 20 日目における個体数




物現存量は 635 ㎏/10a と, きわめて多くなった





5月２日 5月11日 5月21日 5月31日 5月２日 5月11日 5月21日 5月31日
　　　　　　　　　　　　　　シロクローバの草丈（cm）
15 20 28 36 １＜ 2 4 8
　　　　　　　　　　　　被覆の乾物現存量（kg/10a）
60 220 310 430 －a） － － 30
a）－：少量すぎて刈取り調査が不能であった．























良となり, 収穫時の雑草の乾物現存量も 584 ～ 650
㎏/10aと, 雑草が効果的に抑制された秋 LM区の５
月 11 日～５月 31 日播種区より著しく多かった（表
５）。一方, 播種時に被覆を刈り払うことができた








２日～５月 21 日播種区の 584 ～ 650㎏/10aよりは
少なかったが, 雑草が効果的に抑制された秋 LM区







䇭䇭        䊃䉡䊝䊨䉮䉲䈱ᱷሽ୘૕ᢙ䋨ᧄ/㪈0a䋩
 ᠞⒳ᐥ඙ 䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭᠞⒳ᣣ
5᦬䋲ᣣ 5᦬㪈㪈ᣣ 5᦬2㪈ᣣ 5᦬3㪈ᣣ
⑺䌌䌍 4900b㪈)( 6㪈)2䋩 7520a ( 94) 7240a ( 9㪈) 7800a ( 98)
ᤐ䌌䌍 7750a  ( 97) 8000a (㪈00) 75㪈0a ( 94) 7540a ( 94)
ή䌌䌍+ૐ䌎 7670a  ( 96) 7300a ( 9㪈) 7660a ( 96) 7470a ( 93)
ή䌌䌍+ᮡ䌎 49㪈0b  ( 6㪈) 6300a ( 79) 7040a ( 88) 7600a ( 95)





　　　　アレチノギク 　　　　　　シロザ 　　　　イネ科雑草２） 　　　　　　　　　合計３）

































秋ＬＭ 235 31 20 10 400 58 46 0 0 0 0 0  635 a１）   89 b   66 b   49 b
春ＬＭ  130 286 162 85 454 286 487 187 0 0 0 0  584 a  596 a  650 a  272 b
無ＬＭ+低Ｎ 603 529 628 414 0 0 0 0 0 0 0 0  603 a  525 a  628 a  414 a
無ＬＭ+標Ｎ 891 590 459 177 0 0 0 0 0 0 0 0  891 a  595 b  459 b  177 c







































































増加し, 最も遅い５月 31 日播種区では, 子実の乾物
収量が 1,025㎏/10a, 全乾物収量が 1,619㎏/10aと,
極早生品種としての標準的な収量水準に達した。
春 LM区では, 雑草による抑圧が少なかった５月
31 日播種区においても, 全乾物収量が 788㎏/10aに
とどまり, 雑草による抑圧が著しかった５月 21 日




15 ㎏/10a まで増やした無 LM ＋標Ｎ区では, 無
LM ＋低Ｎ区よりも収量が明確に増加したが, 最多
収の５月 31 日播種区でも全乾物収量が 1,199㎏/10a
にとどまり, これは, 秋 LM 区で最高の収量が得ら
れた５月 31 日播種区の 1,601㎏/10aより著しく低
収であった。
耕起区は, 播種日による収量の変動は少なかった
ものの全乾物収量で 1,163 ～ 1,286㎏/10aとなり, い















９℃程度であり, 発育のための最適温度は 28 ℃程
度とされる（Warrington ・ Kanemasu 1983）。一
方, シロクローバは 10 ℃ですでに旺盛な生育を示
し, 20 ℃で最大の乾物増加速度を示すとされる
（Zachariassen ・ Power 1991）。これらのことから,






　　   　子実の乾物収量（ kg／10a）               全乾物収量（kg／10a）
 播種床区 　　播種日 　　　播種日
5月２日 5月11日 5月21日 5月31日 5月２日 5月11日 5月21日 5月31日
秋ＬＭ  235 c1）  811 a  922 a 1025 a  378 c 1205 a 1435 a 1619 a
春ＬＭ  132 b  182 b  156 b   437 a  251 b  315 b  288 b  788 a
無ＬＭ+低Ｎ   23 a    71 a   68 a    95 a   66  a  154 a  170 a  234 a
無ＬＭ+標Ｎ   74 c  296 bc  441 ab   730 a  156 c  480 ｂc  702 b 1199 a

















































果が期待できる（Blevins et al. 1990，Decker et al.




た春 LM 区の５月 31 日播種区では, 雑草が抑制さ
れたにもかかわらず, 生育不良に陥り, 低収となっ









et al. （1984）は, 被覆作物としてのヘヤリーベッチ
から 9 ～ 10㎏/10aのＮがトウモロコシに供給され
































る。春播きについては, この特性を前提に, まず, ト
ウモロコシにＮ欠乏を起こさない肥培管理法を明ら
かにしたうえで, ５月 31 日播種区でみられた雑草防
除効果を活かす栽培法を構築していく必要があろう。
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